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「地とそこに満ちるもの、世界とそこに住むものは、主のもの。」（詩編 24 編 1 節） 

東日本大震災の発生から一年が経過しました。2012 年 3 月 11 日現在で、死者 15,854 名、

行方不明者 3,155 名という厳しい現実を前に、主なる神の憐れみを願い求めます。 

被災し、今なお大変な困難の中で生活しておられる方たち、福島第一原子力発電所の事故に

よる放射能汚染により、将来の不安を抱える中で、その生活の場から避難することを余儀な

くされている方たちを覚え、主の支えと導きを心よりお祈りいたします。 

日本基督教団では、震災後直ちに被災者・被災地の救援と支援活動を開始し、今日に至るま

でその活動を展開しておりますが、このことのために教団の諸教会のみならず、海外の多く

の教会において祈りがなされ、支援が継続されておりますことを感謝いたします。 

さらに、原子力発電所事故による放射能の拡散を防ぎ、放射能の被曝の危険の中で懸命に働

いておられる方々の努力と痛みを覚えます。 

さて、この度の震災による被害の中で、私たちがとりわけ関心を持ち続けて行かなければな

らないのは放射能汚染の問題であり、その原因となった原子力による発電の問題性です。 

すでに昨年の「平和聖日」に在日大韓基督教会と合同で「平和メッセージ」を発表（『教団

新報』第 4728 号）、その中で原子力発電の問題性を指摘し、「全ての原発の稼働を停止し、

廃炉を前提とした処置が取られること」を表明しました。 

福島第一原子力発電所事故は、原子力発電というものが、神に祝福された世界、神の創造の

秩序を破壊し、命あるものの関係を断ち切る人類滅亡の危機の始まりとなりうることを警

告しています。日本は被爆国です。原爆の恐怖は投下された時の凄まじい破壊の恐怖にとど

まらず、その時助かった方々にも一生放射能の恐怖に怯える生活をもたらしました。わたし

たちは国家の原子力政策の被害者でもあります。福島第一原子力発電所の事故による放射

能汚染の被害により、軍事のみならず民事においても被害者となりました。しかし、同時に

今や日本は原発事故によって大量の放射能を大気に、海に放出し、世界に対する加害者にな

ってしまいました。 

新たな地震によって、福島第一原発 4号機の 1535 本の核燃料棒に対する冷却手段を失えば、

再臨界を招き、大気中に果てしなく放射能を放出し、かつて人類が経験することのなかった

世界の滅亡の始まりとなることが指摘されております。 

被曝に由来する癌が発見されるまで 5 年、10 年と長い年月がかかると共に、放射能は遺伝

子を破壊し、その影響は次の世代にまで及ぶと言われています。 

人間のつくった原子力発電のシステムは、神の創造の秩序の破壊をもたらすものと言わざ

るを得ません。人間の命よりも経済が優先される社会の中で生きるわたしたちの悔い改め

が求められています。 

震災から一年が経過し、原子力発電所の事故による影響が極めて広範囲に及んでおり、また



その内容も深刻さを増している現在の状況の中で、すべての原子力発電所の稼働を停止し、

廃炉を前提とした処置が取られることを求めつつ、教団に属するすべての教会において祈

りを合わせていただきたいと願います。 


